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Katavτr:a鑑司宮，N. 8{oc ICtlt 7('0λaτεia τov Aλ正Eη Zoρμ"a 
『現代東欧文学全集 2J恒文社・森安 (1967)、小田 (1967)を含む
(1969)訳:カヴァフィス Kalla申η宮，K. 7 Poems 
『老人 J 不信アキレウスの馬イタケー帰れ J r肉体
よ、思い出せ J 古い本の中に』
シケリアノス~， κελ ， aνoc ，A. 3 Poems 
『聖なる道帰郷仏陀の:;(j子アザシヴ 7 ノの自殺』
セフェリス Zεφipη宮，r.5 Poems 
『私は大理石の頭像を手にもってのざめた時として君の血は』
『私の胸に傷がふたたび口を関<J r流浪者の帰郷ヘレネ』





(1977) rギリシア J r世界の民謡 (4)東欧 1J ぎょうせい




ガッツォス rアモルゴス JGatsos，N.Amorgos 
『世界の文学 37現代詩集』 集英社
(1979-82)訳カヴァフィス全詩ー訳と注釈の試み (1)ー(16)J r現代詩手帖』
思潮社 Kalla申ηc，K. 105 poems・以下の 105篇を収録
(1979) 9月号 pp.196-204r町イタケー J、 10月号 pp.176-181r壁』
『アキレウスの馬祈り J rサルベードーンの葬儀』
(1980) 2月号 pp.150-154r蝋燭 r第一段老人の魂 rオオイナ
ル拒否ヲナシタル者中断窓テルモピュライ』、 3月号 pp.
180-184 r約束違反蛮族を待ながら J r声』、 4月号 pp.168-173
? ??
『欲望トロイ人デーメートリス玉ディオニュソス群像』



































rニダパ J 9.pp.41-50 
(1983) r現代ギリシア語の統語鰐造の一考察ー主に単文の語順に関してー』
f言語学益集 関本至先生古締記念請文集 J pp.21-49 
(1987)r主語省略ー日本語・現代ギリシア語対照研究 J




(1988b) r日本語と現代ギリシア語〈方言)の諺対照比綬研究 (2)ー 素材 f女』





素材『動物 J (1ト J r広教紀要 J 2/38.pp.287-293 
(1989c)r現代ギリシア語の諺についての一考察ー素材『動物』が使われて
いる諺についてーJ rプロピレア J 1.pp.9-19 
( 1989d)訳:セフェリス r溜め池プロピレア J 1.pp.67-71 
Zεφ正ρη宮 .r. H στEρva 
(1990a)訳:セフェリス『ギムノベディアプロピレア J 2.pp.56-60 
Zε申正ρη宮.r.rvνμo".atd εia 





Petrovits-Andrutsopulu.L. The little brother. 
(1990)訳:ベトロピッツ『ぽ〈たち五人家族』佑学社
Petrovits-Andrutsopulu.L. A home for five. 
小沢俊夫
(1978)訳ギリシア諸島 J r世界の民話 (13)地中海』 ぎょうせい
-67ー
• rへび三つ目男主さまと賢い王子』等の民謡 14篇
Farlinger，F.{ed.) Insel血archendes Mittelmeeres(1960) 
小田実
(1964 )訳:ピピザ『クレタ島へきさぐ歌 J r世界名詩集』 あかね書房
(1967) rわたしの作品酋 J その男ゾルパ:現代東欧文学会集 2J 恒文社
鈴川恭子
(1970 )訳:ゼイ Eヤマネコは見ていた』岩波少年少女の本 13岩波書底























(1985a) rセフェりスとマクリヤニス(その 1) J rプラティア J7，pp.13-20 
(1985b) rセフェリスとマクリヤニス{その 2)J rプラティア J8，pp.10-18 
(1987/88) rセフェリスにおげるサラミスの意義ーキプロスのサラミス(航海
日誌 III) をめぐって Jr東京薬科大学一般教養研究紀要 J9，pp.69-86 
(1987a) rセフェリスとアイスキユロス J r日本ギリシャ協会会報 J41 
(1987b) rセフェリスと H.ミラー/L.ゲレル ーミラー・ダレル往復書簡集
を中心にーJ エーゲ海学会誌 Jl，pp.9-13 
(1988 )訳:rセフェリス詩集』 土曜美術社




『俳句十六句航海日誌 1J r航海日誌 nJ 一九四一年六月の












(1991a) rセフェリスと女性ー詩人における CurriculumVitae Sexualis素錨』
『プロピレア J2，pp.5-13 
(1991b) rセフェリスと俳句 J r俳句とエッセイ J12月号牧羊社
清水茂
(1978 )訳:カザンザキス『石の庭』 読売新関往















(1982b)訳:セオトカス『魔人 J8εoτol<ac;，r.To dalμOVlO ・八木儀正縫と共訳
(1989)訳:クツォヘラス『ギリシャ精神 J KouτσOXερa宮，r. EAAa/JlI<a 
φ八木橋正雄と共訳 以上六篇はいずれも私家版
関本至
(1952) r現代ギリシア語の正書法について J 天理大学学報 J 3/3，pp.81-99. 
(1954a) r現代ギリシア語の特徴とその発展傾向 J r広文紀要 J 5，pp.262-278 
(1954b) r近代ギリシア語の語頭母音の脱落について』
『西洋古典学研究 J 2，pp.96-102. 
(1955 )rピザンティン文学序説 Jr広文紀要 J 7，pp.42-68 
(1956 )r現代ギリシア語の完了形 Jr言語研究 J 30，pp.65-76 
・以上回篇は関本(1987)に再録
(1957)書評 :ðη阿τρá<<:o ç' t lllyaλε~I I<"V Tη<;" Eλ '1VII<，f<;" rλ4σσηf・
『西洋古典学研究 J 5，pp.213-216. 
(1958)書評 :HansJacob Seiler，L'aspect et le temps dans le verbe neo 
grec r言語研究 J 26/27，pp.128-136. 
(1960a) r近代ギリシア諸におげる外来語 J r広文紀要 J 17，pp.123-139 
(1960b) rギリシアの言語地理学 J r方言研究年報 J 3，Pp.27-42 
(1963a) r現代ギリシアの言語問題ーと〈に『福音書事件』を中心に一』
『西洋古典学研究 J 11，pp.75-82・以上三篇は関本(1987)に再録
(1963b) r知られざる文学ー現代ギリシア詩ーJ r毎日新聞 J11月 24日
・関本.(1989)に再録
セフェーリス Zε申Eρη雪，r.r拒否 JH aρvησ1<;" 溜め泡 JH trTEρνa 
(1963c) r Analogyの纂底となる形ーその計量的考察の一事例ー』
-70一
f広文紀要 J 22/3，pp.252-260 
( 1964) f読書二巻 J r広大言語 J 4，pp.98-102 ・関本(1989)に再録
セフェーリス Zε申正ρη宮，r.f拒否 JH aρνησ.c 溜め池 JH t7τ正ρνa
(1965a)訳:カラガーツイス『霧のウ才ピンで』
『世界文学体系 93近代小説集 3J 筑摩書房
Kcrρaγdτση宮，M.ETO rov~~wtV μεφ07κ 
(1965b) r現代ギリシア語におげるトルコ語よりの借用語 J
『広文紀要 J 25/2，pp.262-278. .関本 (1987)に再録
( 1966) r現代ギリシア諸におげる英語からの借用誌について J
『広大言語 J 6，pp.1-8・関本 (1987)に再録
(1967)fギリシアの言語問題ー純正語と民衆語一』
『毎日新聞 J 9月 26日
(1968a) f現代ギリシア語名詞句の構造 J r広文紀要 J 28/2，pp.303-316 
(1968b) r現代ギリシア語文法』泉屋書庖
(1969)r現代ギリシア語の文法書と辞書 J r学燈 J 66/2 
(1970)fキプロス島の言語ーと〈にその民衆詩を中心にー』
『方言研究年報 J 13，pp.79-88 
(1972a) f rゆれ』の現象ー現代ギリシア語の動詞 1人称按数語尾を中心
にーJ r広文紀要 J 31/2，pp.134-150・以上三篇は関本(1987)に再録
(1972b) f動詞の格支配についてー現代ギリシャ語を例としてー』
『ニダパ J l，pp.45-47 
(1974) f辞書にないギリシア語ニダパ J 3，pp.21-23・関本(1989)に再録
(1975)f現代ギリシア語への手引 J rニダバ J 4，i>p.41-45 
( 1976) f現代ギリシア詰におげる重叙表現 J r広文紀要 J 35，pp.250-259 
(1978) f現代ギリシア語方言研究の現状 J r日本の言語学 6月報』大修館
・関本 (1987)に再録
(1979)訳ギリシアの民話 J r世界の民話 9(ギリシア・トルコ・地中海)J 
研秀出版・『双子の兄弟』等 9篇を収録 Pio，J.Contespopulaires 
grecs(1879)、 P，hcr宮，r.A. ];".á90u λ al~óç 10λ.r.σμoc{ 1962)、









r老人 J 0 yEρ0<; 
アサーナス AOa.νac，r.
『第四の男 J 0 TEτaρτoc avτρoc 
パナヨトープロス saναYIOτO1I'OVλoc，I.M.
『肖像画 J H 7TPOσlMlIOYρaφia 
ハーリス xa.ρη宮，s.
「血 J To ai/Ja 
ヴェネージス日ενぎEηc，H.
『エーゲ海物語 J To 宥 apaμUOl τ011 Alya(oV 
『サロニコスのひととき J EτIYμ#τov EaplMvt~oÚ 
セオトカース 8εoτ0厄a.c，r.
r 1922年の記録 J XρOVl~Ó τ ou 1922 
ナーク Na.ltov，A.




『犠牲 J H OutTia 
カラガーツィス Kapaya.τσ可古川.
『雨の水 J To vερO TηEβρOX>I<; 
rマンダリンのボタン J To "ouμ.，iτ011 lIavTap(vov 
『キャバレー〈漏〉のシャンデリア』
o 1rOλuEλalocτou ぐHa1rOUTσωμEvou raτou> 
ヴレターコス Bρεττa.ltO古川.
『一人ずつ深淵の中へ 'Evac 正vacστηv a{JuσtTO 
サマラーキス:Eaμaρd厄η宮，A.
『肉 JH tTapl;. 
ヴァレータス Baλ正τa古川・
『パスの中の会話 J Kou{JEντa tTτoλε曲φoρεio
「外套をとりちがえたならず者』








(1986a) rカヴァーフィス覚書 J rももんが J 30/12 ・関本 (1989)に再録
Ku/la中η...K.
『蝋燭 J Kερ.a 
r壁 J TE ixη 
『窓 J Tu 1rupa81Jρa 
『老人 J 'Evuc yぎρoc
「老人たちの心 JH ttlJxEcτ曲v yερovτ曲V
rわたしは出かげた J E...qyu 
「戻ってこい J E1rEUTρεψε 
『ネロの余命 J H "'0ρiuτoυN正ρ曲voc
rカイサリオン JKu.uuρf曲V
r欲望 JE1r.81J/liEC 
(1986b) rスミルナの悲劇 J rプラティア J 11・関本(1987)に再録
カヴ 7ーフィス Ku/laφη雪.K.
『アカイア同盟のために載った人'?J 
'T7TEρτηc Axu./C.qc 1:1Jμ7TOλ. Tε (ac 1CoAEμ#σaντεE 
ソロモース ~oλωμó...A.




(1991) rヴィジィノースについて J rプロピレア J 2.pp.1-4. 
高僑りえと
(1990) r現代ギリシア語の関係詞 pouとo opoiosの用法ーコイネーギリシア
語と対照してーニダバ J 19.pp.43-52. 
高松t章一
(1956)訳:セフェリス rアフリカゆりに埋れた船乗りストラティス」
ZεφEρη...r. 0 1:TPaτη官 fJaAuσσIVOC avaμεσu uτouc ayu7Tuv80uc 
『秩序 J 6 
(1979)訳:セフェリス『アフリカゆりに埋れた船乗りストラティス』




F言語文化研究 J 13 (広島大学総合科学部紀要 V ) pp.324-349 
(1991) r現代ギリシャ語の瞬時態未来と継続態未来についての
一考察プロピレア J 2，pp.12-27. 
舗孝司
(1988) r中世ギリシャ語叙事詩『ディゲニス・アクリタス』におげる Co皿i-
tative-Instru皿entalの表現形式についてニダパ J 17，pp.21-33. 
(1989) r現代ギリシャ語の空間指示表現について』
『プロピレア J l，pp.57-66 
(1990)r現代ギリシャ語の Instru皿entalと LocativeIごついて』
rニダパ J 19，pp.36-42 
(J 991) r現代ギリシャ語におげる『移動の動詞』と E視点』との相関性 j
『プロピレア J 2，pp.28-40. 
谷口勇
(1989)訳:フルムジアーディス『ギリシャ文化史ー古代・ヴィザンテイン・
現代ー』而立書房 X01JPμ01J{1臼 η雪，r.d. Cultura Greciei-Antica， 
Bizantina，Hoderna. 
千葉亀縫
(1930) r現代ギリシア文学概観世界文学講座 12現代文学編(上) J 
新潮社
出調博
(1979)訳:エリティス r検死解剖世界の文学 37現代詩集』 集英社
Elytis，O. Autopsy 
道家忠道















Kaaτaνal:η<;， 8. Baρνaλ可宮，K. Kataντtaκη ，r. XaτE呼宮，1.
Nal:ov，A. Aovvτ正μη宮，M. A~I"τη ， M. Bεv{tη宮，H. rρ可YOρη宮，r.
saν<lYI曲τ6宵 ovλ0雪， 1.M.sawaντωνiov，Z.K<IρI:a/Jiτσa宮，A. and others 
Antigone lebt (1961) 
Das Hadchen mit dem Hond in der Hand (1965) 
(1960) r現代ギリシアの文学玉川百科大辞典 16西洋文芸』
(1965)r(近代ギリシャ文学収録作品への}解説 J r世界文学大系 93
道代小説集 3J 筑摩書房 ・関本(1965)，家安 (1965)参照
中井久夫
(1984) rオジッセアス・エリテイス『初期詩集』など』 名谷書房
・『中井久夫著作集 3J (1985)の付録 Odvσ 正問 Eλ6τη宮
(1985a)訳:カヴァフィス「野蛮人を待つ Jrみすず J 292，pp.25-27. 
Kalla中可宮，K.nερaμEνoνTac TOVC 1<1ρ/Jaρovc. 
(1985b)訳:カヴ 7 フィス『神アントニウスを見捨てたまう Jrみすず J 294， 
pp.29-31 Ka/Ja申η宮，K.A1I'o.lei1l'εIV 0 B εO<;' Aντ~VtOν 
(1985c)訳:カヴァフィス『イオニア Jr身体よ忘れるな J rみすず J 295， 
pp.25-27. 
(1985d)訳:エリテイス「エーゲ海みすず J 296，29-33. 
(1985e)訳:エリテイス『狂えるザクロの木みすず J 298，31-34 
(1985f)訳:セフェリス『眠り J rみすず J 299，28-30. 
(1985g)訳 zセフェリス fアルゴナウトの人たちみすず J 300，24-26. 




カヴァフィス Ka/laφη宮， K. 56 Poems 
『壁祈り大いなる拒絶をなせし者窓テルモピユ








r彼等の神 q のー柱 J r宵闇ァチュルの月にカイサリオ
ン忘れるな、身体よネロの生命線九時から午後

























スミン J rカリグラフィー J r夢』
シケリアノス EIκελaαvo雪，A. 1 Poem 
『パーン J
・各詩人と全ての収録作品についての解説及び文献を含む
(1988 )訳:rカヴ 7 フィス全詩集』 みすず書房
KIX/loφη宮，K. Co皿pletePoe皿s
(1990)訳:エリティス『アルパニア戦線に倒れた小尉にささげる悲歌』
『みすず J 354，pp.14-42 Eλ6τη宮 ，0.I Aσμaηρ叫 lICO ICQl 1rEV8l1l0 
Tla τoν xaμ正νo tlv8v1l'oλOXαTOτηc Aλβaνiac 
(1991a)訳:リッツォス rt8弧』 みすず書房
r t8彊 1J r t8彊 1J 遥かなる』
p[τσoc，r. l1apEν8εσε lcl，ll， To μIXICρlVO 
• rリッツオス略伝参考文献』を含む
(1991b)訳:rカヴ 7 フィス全詩語(第二版) J みすず書房
・中井(1988)の改訂・未刊詩篇増補版
(1991c)訳:リッツォス『カヴ 7 フィスにささげる十二詩』
『みすず J 359，pp.23-34 
中山知子
(1976 )訳:ゴレモス『金のゆりのひみつ』 あかね書房








(1979) r現代目希小辞典』 ・八木橋 (1979b)を参照
福岡千津子
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(1988a) r現代ギリシャ語基磁 1500語』 大学書林
(1988b) r現代ギリシャ語常用 6000語』 大学書林
藤田春子
(1987)訳:rヤニス・リッツオス詩選集 1J 私家版 piτσoc，r. 
fl!原幸一
(1983) rギリシャ語における不定法、及び分詞僑文の変遷 J r言語学演習，83J 
pp.184-192.東京大学文学部言語学研究室
(1985)rギリシャ語の関係筋の通時的側面 J r東京大学言語学詩集 '85J
pp.93-104 
伝本克己
(1988) r近代ギリシア語 J r言語学大事典第 1巻 J p.1424-1427三省堂
三浦正道
(1974)訳:セフェリス Zεφ正ρηC，r
『海中の瓶If宥0τfλil1. t1TO 7fEl.l1.70 
『ふあず J 3 ぱあぷる・ふいるむ出版
(1975)訳:セフェリス Zε申王ρ可宮，r
『アテナイ人エウリピデス Evρt宵 idηc，A8ηνa(oc 
『否定 J 'Aρνηση 




『自由への額歌 'Tμνoc εICτηV Eλω8ερ(av 
パラマス IIaλaμd宮，K.
『ニケ J H NiIC7/ 
『どこからかそれは発掘された J A.，o ICa.，olJ τa i;E8al/a 
マピリス Ma(Jiληc，A. 
。 。? ，
『忘却の川 J A>I8η 
『オリープの木 El.la
カ1'(ァフィス Ka/la中可雪，K.
『壁 TεiX7I 『窓 Ta 町 ρa811pa
『街 H "oλIC 『九時から A"，τεcεννla 
1¥パントニウ Ua宵aVT凪v(ov，z.
『悲しい日没 AI1宥ημ正νa d εaλaνd 
r老いたる羊飼い o，.ερoβoaICoc 
スキピス"1:."iwη宮，"1:.
rおお、うるわしきアテネ aA8>Iva ，..λ V~t a! 
『きみはぼくを思い出すだろう 8aμε 811μal1tZl.




『港は古<J E 印刷同λ1Oτo l.1μavl. 
『海中の甑 J 1智0τfλla c1τ0 智正λa，.o
「アテナイ人エウリピデス EI1ρI"idηc， A8ηvaioc 
rきみはゆっ〈り話した Aρ，.aμaλouuεc




「死せる父のうた To τρayotIdl τ011 νεzρov 智 aTEρa
カ 1'(ジアス Ka/l/ladia宮，N.
『苦悩の出発 J Hal du depart 
r霧 oμix川





研秀出版 ・『賢い田舎娘 J r呪われた運命神の御心』
Dawkins，R.M. Hodern Greek Folklores(1953) 
-79一
森安達也
(1965)訳:ミリヴィリス『ゴルゴン締妹 MVPI/i"iληC;，1:T. OL YOPYOVεc 
『世界文学体系 93近代小説集 3J 筑摩書房
(1967) rカザンザキスの人と文学 Jrその男ゾルバ:現代東欧文学全集 2J 
恒文社・秋山 (1967)参照
(1983)r世界の詩・ギリシヤ J r言語』六月号 pp.4-5















Grammaire descriptive du rom岳iquelitteraire.(E.de Boocard. 
1922) 
(1981c) r現代希日小辞典』
(1982a) r現代ギリシャ語読本 1現代ギリシャ語の語法めぐり』 φ鈴木敦也
と共編
(1982b)訳:セオトカス『魔人 J8εoτoICac;，r.ro lIaLμOVIO • 鈴木敦也と共訳
(1983)編訳:トリアンダフィリディス『現代ギリシャ語規範文法ー基本的規








(1985)r現代ギリシャ語とその学習書・辞書 J r言語生活 J 400筑摩書房
山室静
( 1960) r北欧・東欧詩概説 J r世界名詩集大成 15J 平凡社
・片山 (1960)参照
渡辺栄一郎
















3.クレータ文学の最盛期 (Hλoyoτεxνt吋山μ呼 στηv Kρ暗τη}
4.十八世紀 (0dElCaτ0宮 oYdoo雪 auoIvac;) 
5.民衆歌謡 (To dηTOTlICOτρayo臼 1) 






ソロモス (~Oλωμ6宮，血. ) 関本(1986b)三浦(1978) 
8.カルヴ才ス.イオニア派とヴ 7ラオリティス
(0 Kaλ{Jo宮・H HφτaνησIIoτ1"ησXOλ>I "aι o Baλα曲ρrτη雪}
9.ギリシャ国家 (ToελληνtICOκρdτo<;) -翻訳なし
10.1880年代.新アテネ派 (H 'Yενla TOV 1880. N正a A9ηνalκ>I C1XOλ暗}
パラマス (naλaμd雪，K.) 片山(1960)三浦(1978)
11.1880年以降の散文相官εtO'Ypa申iaμετdτo 1880) 
ヴラホヤニス (Bλaxoytavvη宮，r.) 関本 (1980)
カルカヴィ、yツ 7ス (Kaριa{Jiτσac，A.) 道家(1966)
12.パラマスの時期及びそれ以降の詩











カヴ 7フィス (Ka{J付 η雪，K.) 秋山(1969)三浦(1978)泡湾(1979-82) 
森安(1983)中井 (1985a-c，i)(1988)(1991b)
関本 (1986a，b)(1989) 




14.今世紀初ぬの数十年 (01 1I'ploIτε可 SεMετh雪 τOV alloIva lIac) 
パナヨトプロス (naνa'Yl曲τOWDVλ0宮，1.M.) 道家 (1966)三浦(1978)
関本 (1980)




15.1930年代.詩. (H 'Yενla τOV 1930. noiηση} 















16.1930年代.散文. (H y<vla TOV 1930. sεtoyρaφi a) 




















17.載後の詩と散文川口町0λεμll:T; 1ro(ηση I:al 町 toyρ叫 ia) 
サマラ糸ス (~aμaρdκ可雪， A. ) 
ヴァレタス (Baλ正τac;，r.) 
ハジス (Xaτt7Ic;，d..)
ルデミス (Aovvτ臼 η古川.) 
グリゴリス (rρηyoρη宮，r.) 
ヴ 7 シリコス (Baσtλaκ6宮・B.) 
小池 (1970)(1987)関本(1980)
関本 (1980)
道家(1966) 
道家 (1966)
道家(1966)
滋辺 (1970)
以上は筆者遣の調べあげた限りの文献を集めたものに過ぎず、重要な作品
が漏れているのではないかと恐れている.特に、各大学紀要に掲載された請
文、私家販の翻訳等が相当数有るのではないかと思われるが、それらについ
ては、今後の続舗により捕っていきたい.識者の方却に御尽力頂げれれば幸
いである.
(本稿を作成するにあたって多〈の方却に御協力頂いた.とりわげ、御面倒
な調査を侠〈引き受付て下さった八木橋正雄、志田信男、中井久夫、高僑り
えこの各氏には心よりお礼申し上げたい. ) 
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